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新型コロナ新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
後
、
宮
城
県
内
の
病

院
に
看
護
職
と
し
て
勤
務
す
る
人
の
９
割
以
上
が

「精
神
的

負
担
が
増
し
た
」
と
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
２２
日
、東
北
大
の

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
で
分
か

っ
た
。
感
染
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ

せ
の
職
場
状
況
や
業
務
の
煩
雑
化
が
理
由
と
み
ら
れ
、
専
門

家
は
「医
療
現
場
の
離
職
者
が
増
え
か
ね
な
い
」
と
し
て
労
働

環
境
や
処
遇
の
改
善
を
訴
え
て
い
る
。
（３
面
に
関
連
記
事
）

主
な
調
査
結
果
は
グ
ラ
フ
の

通
り
。
回
答
し
た
看
護
師
や
准

看
護
師
ら
の
う
ち
、
実
際
に
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
や
、
感
染

の
疑
い
の
あ
る
患
者
に
対
応
し

た
経
験
が
あ
る
の
は
全
体
の
４

割
弱
だ
っ
た
。

一
方
で
仕
事

へ
の
精
神
的
な

負
担
が

「非
常
に
増
加
し
た
」

と
の
回
答
が
４８

・
５
％
と
半
数

近
く
に
上
り
、

「少
し
増
加
し

た
」
を
含
め
９
割
を
超
え
た
。

自
由
回
答
で
は
、

「
マ
ス
ク

や
衡
生
用
品
が
不
足
し
、
身
を

守
り
き
れ
な
い
と
感
じ
る
」
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
な
い
ま
ま
、
限
ら

れ
た
企

（と
医
一傷

饉

一具
で
働

か
せ
ら
れ
る
」
な
ど
、
労
働
環

境
へ
の
不
安
を
一肇
え
る
声
が
目

立

っ
た
。

轄憫
知鱚
感
染
リ
ス
ク
主
因

職
場
の
外
で
も
負
担
を
感
じ

て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
「自

東日本大震災関連記事

帰還困難区域初の田植え囲|

東京電力福島第 1原発

事故に伴う特定復輿再生

拠点区域にある福島県大

熊町下野上地区で、 コメ

の試験栽培力漱台まった。

帰還困難区域での営農目

的の裁培は初となる。

‐ 野 レジャーの灯消さぬ」固

石巻市の レジャー施設

「プ レナミヤギ」が手探

りで営業を続ける。震災、

台風の被害に遭い、新型

コロナ感染拡大で一時体

業 したが、港町のレジャ

ーの灯を守 り続ける。

廃炉 9月 までに着手 固

分
が
家
族
に
感
染
さ
せ
る
の
で

は
な

い
か
と
心
配
し
て
い
る

か
」
と
の
設
間
で
は
、

「非
常

に
心
配
」
が
４５

・
５
％
、

「少

し
心
配
」
が
４７

・
４
％
と
な
り
、

合
わ
せ
て
９
割
を
超
え
た
。
「家

族
と

の
接
触
を
減
ら
し
て
い

る
」
と
の
回
答
も
全
体
の
４７

・

９
％
を
占
め
た
。

職
場
の
業
務
量
に
関
し
て
は

５８
％
が
「増
加
し
た
」
と
回
答
。

「変
わ
ら
な
い
」
は
３４

・
４
％
、

「減
少
し
た
」
は
７

ｏ
６
％
だ

っ
た
。

調
査
し
た
東
北
大
大
学
院
医

学
系
研
究
科
の
朝
倉
京
子
教
授

（看
護
管
理
学
）
は

「強
い
ス

ト
レ
ス
反
応
や
心
身
の
不
調
を

訴
え
る
看
護
師
が
い
る
と
危
惧

さ
れ
る
」
と
指
摘
。

「医
療
の

質
の
確
保
に
向
け
、
コ
ロ
ナ
対

応

へ
の
診
療
報
酬
の
追
加
や
、

通
常
診
療
が
減

っ
た
分
の
補
助

金
支
絵
な
ど
経
済
的
な
支
援
が

必
要
だ
」
と
強
調
す
る
。

調
査
は
今
月
１
～
１８
日
、

２０

以
上
の
病
床
が
あ
る
県
内
１
３

８
病
院

に
勤
務
す
る
看
護
職

（約
１
万
４
０
０
０
人
）
を
対

象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
。
１

５
２
５
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、

平
均
年
齢
は
３９

・
７
歳
で
女
性

が
９３

・
４
％
を
占
め
た
。
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したか

非常に増加した

少し増加した

増加していない 91(6.0)
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検査で陽性となった患者に対応
した経験がある

感染の疑いがある患者:こ対応
した経験がある

対応した経験がない

108人 (71%〉
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
東
北
大
が
宮

城
県
内
の
病
院
勤
務
の
看
護
師

ら
を
対
象
に
実
施
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
調
査
で
は
、
回
答
者
の
１２

％
に
当
た
る
１
８
３
人
が
新
型

コ
ロ

見
を
経
験
し
て
い
た
。
家
族
が

差
別
的
な
扱
い
を
受
け
た
ケ
ー

ス
も
指
摘
さ
れ
る
な
ど
深
刻
な

実
態
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

（１
面
に
関
連
記
事
）

「差
別
や
偏
見
を
経
験
し
た
」

と
答
え
た
看
護
師
ら
の
自
由
記

述
で
は
、
感
染
者
で
あ
る
か
の

よ
う
に
周
囲
か
ら
避
け
ら
れ
た

り
、
け
が
れ
た
存
在
と
し
て
差

別
的
に
扱
わ
れ
た
り
し
た
悩
み

が

つ
づ
ら
れ
た
。

「地
域
の
行
事
で

『
病
院
で

働
い
て
い
る
人
に
は
来
て
ほ
し

く
な
い
』
と
言
わ
れ
た
」
、

「
ス

ー
パ
ー
の
駐
車
場
で
、
見
知
ら

ぬ
男
性
が
菫
内

の
病
院
の
駐
車

証
を
の
ぞ
き
込
み
、

『
コ
ロ
ナ

の
病
院
の
や
つ
は
出
歩
く
な
』

と
言
わ
れ
た
」
な
ど
暴
言
を
受

け
た
事
例
が
目
立

っ
た
。

保
育
施
設
を
利
用
す
る
看
護

師
か
ら
は

「保
育
園
で
息
子
が

隔
離
さ
れ
、
他
の
園
児
と
別
室

で
過
ご
し
て
い
た
」
、

「保
育

園
に
子
ど
も
の
保
育
を
断
ら
れ

た
」
と
の
証
言
が
寄
せ
ら
れ
た
。

蒲
鯉院
動
務
を
理
由
に

「夫
が
勤

務
先
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
や
外
出

自
粛
を
求
め
ら
れ
た
」
と
の
回

答
も
あ

っ
た
。

「感
染
を
心
配
し
て
親
戚
が

わ
が
家
に
来
る
こ
と
を
避
け

る
。

『
ウ
イ
ル
ス
を
持

っ
て
く

る
な
」
と
言
わ
れ
る
」
、

「家

族
に

『
感
染
し
た
ら
困
る
か
ら

会
い
た
く
な
い
』
と
言
わ
れ
た
」

な
ど
、
家
庭
内
や
親
族
間
で
孤

立
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

調
査
を
担
当
し
た
東
北
大
大

学
院
医
学
系
研
究
科
の
朝
倉
京

子
教
授
は

「看
護
職
は
患
者
に

最
も
近
く
、
親
し
み
や
す
い
医

療
者
で
あ
る
半
面
、
女
性
の
多

い
職
場
で
、
社
会
的
に
低
く
見

ら
れ
が
ち
だ
」
と
指
摘
。
差
別

の
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
な
医

療
機
関

へ
の
支
援
を
行
政
側
に

求
め
て
い
る
。

査回
同一〓ロ

職護=
穫r

家
庭
内
で
孤
立
の
事
例
も

「差
別
・偏
見
経
験
」１２
％


